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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　23％である。埋藏量は今回の調査では明かに成し毎なか　　一及び下二番坑道の排水と共に・第二通洞坑より自然排

　りたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水とする0

　　　　　　9．、現　　況　　　　　　　　　　　　　通風は自然通風である。

　　a．採鑛・1　　　　　　　　　　　　　　　　　c．蓮　搬
　r採掘詮部機械堀で現在空気圧縮機逸gO馬力1台，50．　現在下四及び五番坑を手押で蓮搬し，40馬力の竪坑捲一

　馬力2台，40馬力1角墾岩機はストーパーCC　lLジ’　で第二通洞まで捲揚げ，蓄電池式那OIf電車で坑外のi選

　ヤックハンマーS49及びS39を用いて採掘している。　．鉱場に搬出する。

　採掘法は上向階段法を採用し，一段毎に廃石を以て採　　　軌條は，第二通洞は30封度を用い，複線であるが，他

　掘跡を充墳し切肋あ安全を保つようにしている。　　　　　は12封度軍線坑道である。

　充填の方法は鉱体の小さいものは隣接母岩を採鉱掘馨　　　　d・選　鑛

“　　レ，その廃石で充填し鉱体の大きいものは上下の水干坑　　　第二通洞より搬出せられた粗鉱は，50馬力捲揚機によ

　道を連絡する坑井を設け，上部坑道準域玉に於ける擦掘　　　り捲揚げられ，「チップラー」を経て粗鉱罎・に入る。1　，

　叉は探鉱掘墾により生ずる廃石をこのシュートに搬入後　　　本選鉱場は・1巳50tの処理能力があ為力1，現在取扱、

　採掘跡の室隙を充填するび　　　　　　　　　　　　　　　鉱量は約30tである。鉱石は先ず「プレーキクラッシャ　’

　　上下坑道の高踵は20mである。　　　　　　　　　　．一J』で破樺の上塊鉢より手選精鉱≧廃石奪抽出する・片

　　第二通洞準』ヒ部は，殆んど採掘済みで，現在は，下四　　匁は「コズゼクラッシャー」で再破陣の上糧鉱と共にfギ

　及び五番坑を探掘中である。　　　　　　　　　　　　　　一ルミル」で磨鉱し，試藥添加の上，銅と硫黄を浮遊せ、

　　b．排水及び逼風，　　　　　　　　　　　　　　　しめ，これを再びrボールミル」にて再磨鉱の上・銅分と・

　　上部坑道の排水は，通洞坑より．自然排水し，現在稼行　　硫黄分を分離する。．選鉱系統図ほ別紙り通φである。　・　　’

　中の下四及び五番坑の排水は，第二通洞準に揚水し下　　（印刷省略）　　　’　　　『（昭和24年9月調査）曜
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　鍋倉蝋石鉱山ば山口縣阿武郡徳佐村字鍋倉に在り，・良。

・質ゐ蝋石を窟出したが，十数年間に亘つて休山Lてい憐

。た。今般日本耐火株式会肚の所有となり・その再興が計

られ，同鉱床の地質調査を行つた。

　本調査は鉱床の賦存耀験に重点をおき地形測量及び舞

内図を作製し，探鉱方針を樹立し癒Q

　鉱麻中生代乃至第三紀に鮒る火成岩ゐ瀞に離，，
する石英粗面岩の低温浅熱水性交代鉱床に属し，・鉱床附　、

近の母岩は珪化並ulに蟷石化両作用が著しく，珪化幣は

侵蝕にたえ露岩をなすことが多い。

　鉱床の分布の特性は，この附近に多数見られる断層及

・び母岩の節理の方向と関係を有し，東西性が顯著である

ととであつて，（1）徳佐一地福両村界山頂の探鉱坑一鍋

倉一野戸原，（2）倉多の諸鉱体及び（各）佐波郡滑一鬼

．ケ高地鉱床は何れも東西方向の直線上に配列されう。　、

　本鉱床はレシズ状鉱暦をなし，走向略々東西，南へ100

、
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　’内外め緩斜を示し・なお探鉱の要があるが現在翼明レて1

ヂ　いる書B分は，走向i延長45m傾斜薙長55mであるo

　・　蝋石は葉蝋右質蝋石に属し，優良鉱・上鉱・並鉱及び一

　淡飴色鉱の4種に区別される。優良鉱は淡紅白色・淡青

　　白色？緻密で，葉蟷石を主成分としディァスポアを俘

　、～，副成分に白鉄鉱・絹雲母を俘う。磐土に窟み耐火度

　はSK：35に達する。稀に眼ヨま石を挾有する◎

　　上鉱は淡灰白色を呈し， ，多少脂肪光沢を有し，多量の

　鋼玉を斑点1伏に含有するもので，・繭火度はSK綴であ

　　る。葉蝋石を主とし，少量のディァスポアを含有する。

　　並鉱は友白色・淡青灰色・．脂肪光沢を有し，岩質は堅

面 圏

硬で，第1坑では珪化作用の影響を5けて特に堅緻とな

る。耐火度SK32のもの宅あるQ　　　’＿

　露天堀及び坑内に於て鉱石が殆んど観察されぬため，・

鉱床内部に於ける品位の分布状態を明らかにし難いが，

地表に近い部分程良質鉱石（優良鉱及び上鉱）が多く，下

即こ至るに從㌧・灘する働がある・

　埋藏は推定約4，900t，予想約4，000tである。

　本鉱床はなお走向方向及び下部は探鉱の余地があり，

從来探鉱失敗の原因は東西性の断暦粘土を追跡したこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しに基因するo
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　＊鑛床部
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sihcate，content．　The　e3むima七e（1　0re　reser▽es

贈1esstllano豆eむhousandむons（Mn，二36％）』

　　　　　　　　　　　要　　旨　’

　　顯和25年3月9眉より8日間愛知縣兆設樂郡田口町

’田口鉱山のマン方ソ鉱床を調査した。本鉱山の》ンガシ

　鉱床は雲母片岩及び石英片岩を母岩とする熱水性の交代

　鉱床そある。主な鉱床は源助・鳥帽子・裏山にあつて，

　第三紀の礫岩暦によって覆われている。その深さは10m

　以下の浅いものである。目下源助の鉱床の採掘が行われ

　ている。鉱石はバラ輝石・テフ貢石・菱マンガソ鉱等の

　マンガソ鉱物よりなつて，珪酸分が多い。平均品位を

　Mn鎚％と見込んで600tが推定されるが，それ域上の
〆
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